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 僕達は、憲法によって守られています。例えるならば見えないバリアによっ

て守られていると言えます。一見憲法はなくてもいいような気もしますが、憲

法がなければ、生きる権利や自由である権利がないということになるからです。

さらに国民主権もなくなります。国民主権がなくなると、天皇が神様であった

時のように、すべての事は神が望んだことだから、国民は従わなければならな

いとなります。例え、明らかに違うことを言っていても、反論や意見を主張す

ることはできません。 

 憲法がなくなると、戦争も自由にできます。でも僕は戦争をしてもマイナス

のことばかりで一つもプラスになるものはないと思います。戦争をすれば人を

ころす、武器を作る、人が死ぬ、国が廃れる、これだけです。とてもじゃない

けどプラスではありません。国の間で争いごとが起これば武力ではなく、話し

合いで解決した方が良いと思います。 

 憲法とは、バリアですがそれと同時に制止役でもあります。自由といっても、

わがままではありません。あくまで他人や国に迷惑をかけないくらいの自由で

す。憲法十二条に記している通り憲法の濫用はしてもいけないのです。 

 憲法は、大切な物なので容易には変えられません。九十六条に示している様

に、多くの人が希望していないと変えられない仕組みになっているのです。 

 僕たちは、この憲法を守っていかなければならないのです。 

 憲法は自分たちが守らないとすぐなくなってしまいます。この憲法を守るの

が僕たちの役目なのです。 


